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島
田
髷

　

日
本
髪
の
代
表
的
な
髪
型
で
あ

る
島し
ま
だ
ま
げ

田
髷
は
、
そ
の
名
に
あ
る
よ

う
に
、
島
田
宿
と
深
い
関
わ
り
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

花
嫁
が
結
う
「
文ぶ
ん
き
ん
た
か
し
ま
だ

金
高
島
田
」
な

ど
、
広
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
島
田
髷
の
由
来

　
「
文
金
高
島
田
（
写
真
上
）」
に

代
表
さ
れ
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
る

「
島
田
髷
」。
そ
の
髪
型
の
名
の
由

来
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

○
鎌
倉
時
代
、
島
田
出
身
の
遊
女

「
虎と

ら
ご
ぜ
ん

御
前
」
が
考
案
し
た
と
さ

れ
る
説
。

○
寛
永
年
間
（
江
戸
時
代
）
に
歌

舞
伎
役
者
「
島
田
万
吉
」
が
結

い
始
め
た
と
い
う
説
。

○
島
田
髷
の
髪
型
が
埴は

に
わ輪

土
器
に

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
締し

め

た
」
の
言
葉
が
転
じ
て
「
島
田
」

に
な
っ
た
と
い
う
説
。

○
江
戸
時
代
、
島
田
宿
の
遊
女
が

結
い
始
め
た
と
い
う
説
。

　

い
ず
れ
も
定
説
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
島
田
髷
」
は
江
戸
時
代

の
結
髪
の
流
行
と
し
て
、
若
い
婦

人
の
間
で
結
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
文
金
高
島
田
」
は
、

文
化
・
文
政
時
代
に
、「
投
げ
島

田
」「
し
め
つ
け
島
田
」「
く
ず
し

島
田
」
と
と
も
に
流
行
っ
た
結
い

型
で
す
。

　

文
金
と
は
、
イ
ン
フ
レ
で
あ
っ

た
元
文
元
年
に
、
当
時
の
貨
幣

「
文ぶ

ん
じ
き
ん

字
金
」
を
語
源
と
し
、
物
価

の
高
い
こ
と
と
、「
高
島
田
」
の

髷
の
位
置
が
高
い
様
を
掛
け
た
も

の
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「髪結いの櫛
くし

」
　鈴木すゞ　さん（次ページ）が、30
年間以上使い込み、鬢

びん

付け油のしみこ
んだ櫛。島田髷の髪結いには大小 10
種類以上の櫛が使われます。写真左か
らハマグリ、筋

すじたて

立、鬢出し、中櫛。
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■
島
田
髷
と
虎
御
前

　

島
田
で
は
「
虎
御
前
は
島
田
の

生
ま
れ
で
、
島
田
髷
を
始
め
て
結

っ
た
人
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

虎
御
前
と
は
、
鎌
倉
時
代
の

大
磯
の
遊
女
で
、
あ
だ
討
ち

で
有
名
な
曽そ

が我
兄
弟
の
兄
方

「
曽そ

が
の
じ
ゅ
う
ろ
う
す
け
な
り

我
十
郎
祐
成
」
の
恋
人
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
応
４
年
に
出
版
さ
れ
た
「
島

田
駅
誌
」（
置お

し
お
じ
ゅ
ん
さ
い

塩
絢
斎
記
）
に
よ

る
と
、「
野
田
の
鵜う

だ

じ

田
寺
に
は
、

境
内
に
老
杉
が
一
株
あ
り
、
そ
の

下
に
あ
る
三
つ
の
石
は
、
虎
御
前

の
実
父
・
越こ

し
ば
ぐ
ん
じ

場
郡
司
の
墓
で
、
元

島
田
の
農
民
佐
平
が
こ
れ
を
祀ま

つ

っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
虎
御
前
は
、

こ
の
家
に
生
ま
れ
、
後
に
大
磯
の

遊
女
に
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
虎
御
前
は
島

田
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
島
田
髷
の

考
案
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
島
田

髷
と
島
田
市
の
関
わ
り
は
、
よ
り

強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
９
月
に
行
わ
れ
る
「
髷

ま
つ
り
」
の
日
に
は
、
駅
前
な
ど

で
奉
納
踊
り
・
髷
道
中
、
鵜
田
寺

で
「
島
田
髷
供
養
感
謝
祭
」
が
行

わ
れ
、島
田
髷
を
結
っ
た
髷
娘
が
、

境
内
で
の
奉
納
踊
り
の
後
、
虎
御

前
の
墓
前
を
参
拝
し
、
島
田
髷
と

虎
御
前
を
供
養
・
感
謝
し
ま
す
。

　「昭和 34年から、日本髪の髪結いの仕事をしてい
ます。主に、花嫁さんの日本髪を結うために結髪の
技術を学び、身に付けました。島田髷と『島田髷まつ
り』があったからこそ、それを守らなければとの思いで、
今まで髪結いの技を守ってきました。昭和 50年代こ
ろまでは、島田にも日本髪の髪結いさんが4・5人い
ましたが、今では県内でも少なくなってしまったのが残
念です。これからは一人でも多くの若い美容師さんに、
島田髷の髪結いを身につけ、技術を伝えていって欲し
いです」と鈴木さん。島田髷結いの第一人者として、
その技術の伝承に余念がありません。

静岡県美容業生活衛生同業組合
鈴木すゞ さん（写真上・表紙）

「お染
そめ

島田」
発祥は、芝居の「野

のざきまい

崎参り」
のお染めの髪型。下町の
豪商の娘が結った。

「元禄島田」
髷の幅が狭く、髷の尻が
上がっている。元禄時代
の特徴が出ている島田髷。

「乙女島田」
下町風の高島田で、特徴
は前髪と鬢

びん

の間に両
りょうてん

天（両
側にかざりがある簪

かんざし

）を
さすこと。

島田髷

「ビラビラ簪
かんざし

」
　江戸彫

ちょうきんかざりし

金錺師上
うえむらやすしげ

村康重さん（横須賀
市）が手作りし、島田髷まつりに使っ
て欲しいと、島田髷まつり保存会に寄
贈した簪（計 100 本）。金・銀・珊瑚
などを使用し、繊細な細工と、気品あ
るデザインは、島田髷にとても良く似
合う。
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■
島
田
髷
ま
つ
り
の
歴
史

　

昭
和
８
年
９
月
17
日
、
当
時
の

島
田
町
結け

っ
ぱ
つ髪

組
合
が
主
催
し
、
鵜

田
寺
を
会
場
に
、
島
田
髷
を
最
初

に
結
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
虎
御
前

へ
の
感
謝
祭
髷
供
養
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
11
年
ま
で
４
回

続
い
た
こ
の
祭
り
は
、
日
中
戦
争

の
勃
発
と
と
も
に
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
戦
後
、
昭
和
12
年
か

ら
再
開
さ
れ
た
髷
供
養
祭
も
、
３

年
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、昭
和
40
年
９
月
14
日
、

三
度
、美
容
組
合
島
田
支
部
が「
島

田
髷
ま
つ
り
」
を
復
活
さ
せ
ま
し

た
。

　

現
在
で
は
、
静
岡
県
美
容
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
島
田
支
部
お
よ

び
島
田
髷
ま
つ
り
保
存
会
が
主
催

し
、
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。

■
島
田
髷
ま
つ
り

（
毎
年
９
月
、
第
３
日
曜
日
開
催
）

と
き
・
と
こ
ろ

　

平
成
23
年
９
月
18
日
㈰

　

正
午
：
本
通
り
七
丁
目
出
発

⇩　
　
　

　

午
後
０
時
15
分
：
お
び
通
り

⇩　
　
　

　

午
後
０
時
45
分
：
島
田
駅
北
口

⇩　
　
　

　

午
後
１
時
30
分
：
大
井
神
社

⇩　
　
　

　

午
後
２
時
55
分
：
市
民
病
院
前

　

毎
年
、
９
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
、
島

田
髷
ま
つ
り
。
さ
ま
ざ
ま
な
島
田
髷
を
結
っ
た
髷

娘
が
浴
衣
姿
で
道
中
す
る
様
は
、
大
変
艶あ
で

や
か
。

　

島
田
髷
ま
つ
り
保
存
会
は
、
こ
の
祭
り
を
通
し
、

島
田
の
歴
史
の
深
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
和

文
化
の
良
さ
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
、
島

田
髷
の
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

（写真上）大井神社では、参拝のあと、多
くのカメラマンに囲まれる中、奉納踊りを
披露します。（写真右）踊りも終盤、小さ
な髷娘にも笑顔が。

島田髷まつり保存会会長　
鈴
す ず き ふ さ お

木房雄 さん（写真右）
「島田は、和の風情が似合います。島田髷
まつりを通じ、島田の美容業のブランド化
も願っています」

髷まつり当日早朝の美容院（写真左）美容
師らは「島田髷は島田の誇り。永く技術を
継承したい」との意気込みで結い上げます。

平
成
23
年
９
月
18
日
㈰　

正
午
開
催

島
田
髷

   
ま
つ
り
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⇩　
　
　

　

午
後
３
時
25
分
：
鵜
田
寺

内
容
／
島
田
髷
道
中
・
奉
納
踊
り

（
約
70
人
の
、
島
田
髷
の
艶
や

か
な
髷
娘
に
よ
る
）

主
催
／
静
岡
県
美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
、
島
田
髷
ま
つ
り
保
存
会

問
い
合
わ
せ
／
島
田
市
観
光
協
会

☎
４
６ｰ

２
８
４
４

■
博
物
館
収
蔵
品
展

「
島
田
髷
と
髪
飾
り
」

と
き
／
９
月
10
日
㈯
〜
10
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
／
島
田
市
博
物
館

展
示
／
島
田
髷
か
つ
ら「
高
島
田
」

「
元
禄
島
田
」「
お
染
島
田
」
ほ

か
、
髪
飾
り
（
櫛く

し

、
簪

か
ん
ざ
し、
笄

こ
う
が
い）、

結け
っ
ぱ
つ髪

道
具
な
ど
約
２
０
０
点

観
覧
料
／
一
般
３
０
０
円
（
団
体

２
４
０
円
）
小
・
中
学
生
無
料

■
博
物
館
講
座

「
島
田
髷
を
結
う　

実
演
と
お
話
」

と
き
／
９
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
島
田
市
博
物
館
整
理
工
作
室

内
容
／
島
田
髷
結ゆ

い
実
演
、
講
話

講
師
／
島
田
髷
ま
つ
り
保
存
会　

鈴
木
す
ゞ
さ
ん
・
鈴
木
房
雄
さ
ん

参
加
料
／
博
物
館
観
覧
料
が
必

要
。
事
前
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
／
島
田
市
博
物
館

　

☎
３
７ｰ
１
０
０
０

（写真右・左下）和風の「おび通り」
には、日本髪が良く似合います。（写
真左上）大井神社の境内に勢揃いし
た髷娘たち。

「島田髷継承へ　結い上げ勉強会」
島田髷まつり保存会は、1970年代から毎年 2
回、日本髪結い上げ勉強会を開催し、今年で
210・211 回目を数えます。市内の若手美容
師をはじめ、市外からも多くの参加があり、技
術の伝承に努めています。島田髷まつりを前に
した今年の勉強会へは、約60人が参加します。

島田髷

参
考
・
資
料
提
供　

島
田
髷
ま
つ
り
保
存
会

島
田
市
博
物
館
第
10
回
企
画
展

「
日
本
髪
と
島
田
髷
展
」


